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主人の蝋燭を節約するためにすべてを暗闇の中で行うこと(4)
渡邊利道
出発の轟きを聞いたのは誰の耳だったか。君の耳か。もしかして私の耳か。そんなことが私の耳に本当に可能だったろうか。少なくとも現在の私の耳には何の音も聞こえない。ましてや出発の轟きなどは!炎の舌をのばして岸をあらう海を見つめながら、波音一つ聞こえない私の耳。
その店のカウンターに置かれた胸像は生きていて、質問するとあさっての方向から答えが返ってくる。それは要するに予言で、事件はいつも胸像が語る通りの筋道をたどって落着するのだ。しかし胸像は澄ました顔で、落ち着くことなんてのは世の中にないよと言う。
船倉には海老茶色の軍服を着た兵隊たちが大挙して押し合いへし合いしながら待機しており、いまや港は開戦の火蓋が切って落とされるのを固唾を飲んで見守っているところだ。雲が茜色に染まり、みるみるうちに青く染め変わっていくのを将軍は見つめ、その将軍の背中を将校たちが見つめる。
失踪した父を探しているのだという彼女は、それにしては全く切迫したところがなく、私の家に上がり込んで毎度の食事を要求する。あの人はね、探したって意味ないの、こうやって捜索を宣言して、あとはさまよっていたらある日突然目に前に現れるの、そういうものよ。
学校からの帰り道、公園を横切って近道したら空から天使が墜落してきたのだった。ぐしゃっと嫌な音がして、恐る恐る覗いてみたらあの白い羽が折れている。ツルツルの皮膚の真っ白な身体。ずいぶんひどい落ち方をしたらしいのに血は一滴も流れていない。目はしっかり閉じている。
焦慮に駆られて飛び出してはきたものの、果たしてどう対策をとったらいいのかさっぱりわからない。いまや空は鉄骨のような異星人の船でいっぱいだ。メッセージは何もなく、こちらからの通信にも一切反応がないらしい。とぼとぼ歩き続け、駅前の屋台でラーメンを食べた。
発狂した薔薇が占拠した職員室に、一号と二号が呼び出されて出て行ってしまったので、残された私たちは自らの手でいますぐどうにかしなければならない。奴らはどこにでも潜んでいて、伸ばした触手ですべてを読みとっていくのだ。大切なのは何も考えないこと。
村外れに岩石から彫りだした仏像がある。誰が建てたものかは誰も知らない。宮廷に陰謀渦巻き戦果を招来し、人心が荒廃してさらに疫病まで蔓延した昨今、月初めになるとこの仏像が涙を流すと風聞が立った。涕泣は石像を青灰色に染め、周囲に群がって生き絶えた者らを慰める。
先生が入院したというので、花を持ってお見舞いに行った。長い坂道を登っていくと、鬱蒼とした森を背後に従えて瀟洒な病院の建物が見える。病人はベッドに座って私を迎え入れ、やあ、さっき道を上ってくるのが見えたよ、と言う。声は明るいが、もういけないとわかる顔色だ。
父が夕食の調理を失敗したので急遽レストランに行くことになった。ビロードのような空がひろがっている夜だった。隣家から借りた車で、父は何度も私たちに座席やら何やらを汚すな触るなと言い続けた。信号待ちしているときに、大きな火球が落ちていき、空が茜色に明るく染まった。
昏倒したあなたを寝台まで運び、シーツの上に横たえて、それで、どうしたのだったか。転寝していたようだ。すっかり日が暮れて、冷蔵庫のモーター音のほか、部屋には何も聞こえない。私は台所で、椅子に座って、テーブルに突っ伏して眠っていたのだ。あなたはまだベッドにいるのだろうか。
計測所の職員は三十一名。日替わりで国境を監視し、敵との距離を計測する。1キロ以内の変化はいつものことであり報告しない。百三十年間で100キロを超える移動が見られたのは一度きりであるが、先遣部隊が三千人出発し全滅したものの、すぐに敵も撤退し事無きを得た。
結婚式に呼ばれたので街に出なければならない。時刻表でバスの時間を調べ、準備万端整えて坂を下りてきたのだが、バスはいっこうにやって来ず、一人で、ぎらぎら照りつける太陽の下でひたすらバスを待っている。腕時計の針は驚くほどはやく進み、私はあきらめて家に帰る。
まだ太陽が昇る前の朝に電車に乗って出発し、釣竿とバケツを持って駅から桟橋まで黙々と歩く。餌をつけた糸を黒いタールのような海に垂らすと、ざざ、ざざと波音が低く腹に響き、ひたすら魚が釣れるのを待つ。生臭く強い風が顔に水滴をぶつけるのがまるで唾だ。
十四歳。私は夜の十時に思い立って自転車で夜中までやっている古本屋を目指し走り出す。長い長い坂道をどんどん登って、一気に滑り降りるのが心地よくてたまらない。何冊か安い本を買って、歓楽街のネオンの隙間を縫うように自転車で走り回り、路肩に止めて客引きの女たちを眺める。
戦争のあった時分、雪山を行軍する兵隊さんのために、上質の毛皮がとれるというので大量に飼われたオバケイタチが、終戦とともに放置され勝手に山間で繁殖し、度々里に降りては子供らをさらっていくので、退治するために男たちが駆り出され山に繰り出していくのを鎮守の木の上から眺めた。
所用あって過疎地に訪れた法主が、請われて長者の屋敷に招かれた。宴がひらかれ、その夜法主は特別に整えられた別室で休んだが、深更、蛙の鳴き声に悩まされていっこうに眠れない。故事では後鳥羽院が「黙れ」と命じそれから七百年沈黙した蛙もいたというが、自分にそのような力はあるまい。
独裁者の煽動に乗せられて、押し寄せた群衆が博士の屋敷を取り囲んだ。門を破って雪崩れ込み、火を放ち、家族使用人ともども皆殺しにする。夜陰に紛れ地下室から逃げ出した博士と書生が丘の上から振り返ると、夜空に炎が立ち上り、惨劇を悲しんでか月は雲に隠れたままだ。わしも人でなしだなと呟く。
真夜中になると奉公人は台所に集まって夫々身体を脱ぎ捨て各々思い思いの別の身体を被り直しまた持ち場へと帰っていく。毎日あまりに同じ仕事も飽きるので、こうやって目先を変えてどうにか格好をつけるのだ。ずっと昔からこうやってお勤めを果たしきたのだが、主人一家はまったく気づいていない。
心中しようと崖まできたら、海から龍が現れ恋人たちに目を留める。願いがあれば叶えてやろう。現世の望みは儚いと思い定めた恋人たちも、とにかくゼニであればインフレなどもあることでここは巨大な金塊を!と叫び、空から落ちてきた巨大な金塊が崖を砕いてすべては海に没するのだった。
水没した街の片隅に、ボロボロになった水族館がある。時折酔狂な魚たちが自ら水槽の中に入って、不在の見物客のために銀鱗を翻すのだが、建物の中にさす日はほとんどなく、ただ暗闇の中でくるくる同じところを泳ぎ回っているだけである。音もなく、時間もなく、速度だけが世界を支配する。
哄笑が響き渡る。王国はもはや瓦解の危機に瀕し、家々は固く扉を閉ざし、誰一人として外で出ようとしない。戦いに敗れた兵士たちは、将軍の骸を引きずって国境まで戻ることもなく、散り散りになって果てた。城では疑心暗鬼にかられた王のために一族郎党臣下後宮まで皆殺しだ。
街の中心部、高層ビルが建ち並ぶ一角にどうしたわけか神社がある。ご神体は扉の奥に隠れていて、そっと忍び込んで見ると、暗い室の奥に腹を出した木彫りの像が佇んでいる。近づいてしげしげと仔細に観察するに、ぷっくりした腹が裂けて、そこから何枚もの舌が折り重なって垂れている。
夜の砂丘のてっぺんに座って、静かに凪いでいる海を見ている。いつの頃からか緑色に染まった海は、近づくものをすべて飲み込む獣の爪を潜ませるようになった。かつて海が透明な青だった時代、親子連れや恋人たちが戯れていた砂浜にはいまや立ち上る幽霊たちが彷徨っているだけだ。
市庁舎に立てこもっている兵士たちは、すでに故国が滅びてしまったことを知っている。バリケードを作り、軍隊に取り囲まれながら、どうやって敵に最後っ屁をかましてやろうかと考えているのだ。大空が真っ赤に燃え上がる夕暮。爆弾をたらふく詰め込んだ機体が彼らを暗く覆う。
泣きたいようなことはもうすべて忘却してしまった。細かい雨が降っている。白いようになった線条の隙間から月のひかりが差し込んでいる屋上で、一人で、君のことを思っているのは幸福だろうか。屋根の下にはおしくらまんじゅう状態に猫たちが寝ながらこちらをうかがっている。
時計台の文字盤の裏に小部屋があって、天使がずっと住んでいる。夜明け前の透明な空気がよりいっそう澄み切ったごく短い時間、翼をひろげて天使は街の上を飛び回る。新聞配達の中年男が黙々と仕事をしているとき不意に空から一枚の羽根が落ちてきて、頬をかすめたので手に取った。
町はずれの放置された天文台に、随分以前から一匹の巨大な蛸が住み着いている。赤黒い身体をしならせて、八本の足を器用に操り、どこからか電源まで調達してきた蛸は、夜毎天体観測を繰り返しているのだが、実は彼は蛸型宇宙人であり、故郷との連絡をどうにかして探っているのだ。
沈黙が世界を支配する。群がる死者たちの見る夢には、物音一つ存在しない。誰も一言も荒い息一つ吐かず、黙々と違いを踏みつけて山を作っていきその山の上を踏みつけて登っていく。空は一面の赤。黄昏なのか暁闇なのか判然とせず、そもそも時間が流れているのかも誰もわからない。
ついに外壁を破り市内に侵入した兵士たちは、突然現れたジャングルに唖然とせずにいられない。まるで熱帯のような植物群が、いくらか腐臭さえ漂わせ、なかば朽ちかけて行く手を阻んでいるのである。大量の虫を除いて生物の気配はない。迷路に落ちたように、荒廃した植物園の中を兵士たちが行軍する。
男たちが車座になって博打を続けている。どこで拾ってきたのかこ汚い茶碗を中央に置き、賽子を転がして丁半を賭けるのだ。威勢のいい声が一瞬の気合を込めて投げられぶつかり合う。軽い音を立てて目が出ると、嘆きと歓喜と二色の声が荒野に高く低く響き渡る。誰も眠らず、立ち去りもしない。
ぜんためにはコスプレイヤーさんがたくさん来ると聞いて写真撮りにいってきました
古川モトイ
■ぜんためにはコスプレイヤーさんがたくさん来ると聞いて写真撮りにいってきました
ついに先日気になって「昨年のぜんための告知っていつごろ始まったんだろう?」と調べたところ、2018年4月4日に公式サイトがオープンとなっていたので、去年と同じだとすると今年も4月頭ぐらいには告知が始まるのではないかと思います。なぜそこを先に確認しなかったのか不思議ですが、今のところ誰にも怒られていないのでセーフでしょう。
という事で「今年こそはぜんためをちゃんと見に行こう」とモチベーションを上げるためにも続けておりますこの企画ですが、ぜんためといえばコスプレイヤーの方も集まる気配がしているので、今回は3月3日の日曜日に開催された「コスモール2019in名古屋みなと」さんに予習を兼ねて遊びに行ってまいりました!カメラマン参加で2000円(自腹)払って緑の腕章貰っていざ出陣!
コスモールさんは今回で第6回、普通に営業しているショッピングモールの中でコスプレイヤーのイベントをやってしまおうという生活空間に異世界が混ざりこんだようなイベントでした。飲食店や普通にお買い物できるショップの中にコスプレが混ざりこむ、まさに生活空間に異世界が混ざりこんだような(この表現2回目)不思議な世界です。
■コスプレ写真撮影は大変!
こすもーる運営さんに問い合わせたところ「コスプレイヤーさん本人の許可が取れて、背後に写りこんだ方が判別できなければフリーペーパーの掲載OK」というありがたいお言葉をいただきました。いざ撮影!と意気込んでいましたが……
コスプレの種類が多すぎて誰が何のコスプレしているのか分からない!
後に分かった事ですが、特に美少女アイドルを扱ったソーシャルゲーム(以下ソシャゲ)はシーズン毎にキャラも衣装もどんどん増えるらしく、誰が何のコスプレしているのか(この表現も2回目)、ソシャゲにある程度明るい人でも触ってないゲームに本当に分からない。仕方がないので元々知り合いのコスプレイヤー「しぐま」さん(https://twitter.com/sigsig327)にお願いして写真を撮らせていただきました。3D撮影が可能な2眼カメラを持って行ったので平行法と交差法でしぐまさんが立体的に!(なお画素は荒くなる)
(平行法)
(交差法)
一応、2Dの画像も撮影したので掲載しておくが、しぐまさんの可愛さの20%ぐらいしか撮れなかった気がする。細かいことを言うと、レフ板(写真撮影用に使う光の反射板)は持っていくべきだった。反省しますしぐまさんすいません。
女装しているしぐまさんと遭遇できた点では実りが大きかったコスモール、また反省点という意味でも成果は充分感じられた。とりあえず、反省点としては
・ソシャゲに明るい人間を撮影の交渉役として同伴したほうが良さそう。
・写真を撮るときに「何のゲームの何のキャラか」を記録して、最初に一枚だけ一緒に写す用の黒板とか欲しい。
・フリーペーパーの取材ですという紙を用意してお渡しできるようにしたほうが良さそう。
・レフ板は欲しい。あわよくばレフ板持つ係も欲しい。
・むしろ撮影はもっとカメラが得意なヤツのほうが良さそう。その場合、レフ板持つのは私の役目になると思われる(平和)。
・3D画像はレタッチが出来ないのでコスプレ撮影に向かない疑惑。
そんなことを考えながら会場を歩いていたら、なんと私でも分かるゲームのキャラが!
お前!オパオパやんけー!!
屋上では痛車(アニメやゲームをモチーフにしたラッピングカーのこと)の展示もしていたのだ。お前は分かるぞ!セガの名作シューティングゲーム「ファンタジーゾーン」のプレイヤブルキャラクター「オパオパ」や!
実際には美少女キャラの痛車もずらっと並んでいたが、今回はオパオパを推してみた。オーナーさんともお話できた。良かった。こちらはオーナー様のお名前の掲載を許可取るのを忘れたので(テンションが上がりすぎた)、気になる方は「オパオパ 痛車」で検索したら一発で出るよ!
■ということで帰宅
ということで今回の名古屋遠征をふまえて、ぜんためには万全の体制で臨みたいと決意を新たにしました。なお今回の撮影で使ったカメラはFUJIFILMのFinePix REAL 3DのW3でした。最後に、環境を凄く選ぶステレオ画像も。きっと編集していただいているmurboさんなら何らかの方法で掲載してくれると信じています。最後に今回ご協力いただきました皆様ありがとうございました!
3D写真を電子書籍で表示するために調べた雑記。
murbo
今回、古川さんのコラムの写真がFinePix REAL 3D W3(FUJIFILM)で撮影されていました。どういったものかというと3D写真を撮影できます。撮るはいいが表示に困難を伴うもので、専用の機器が必要になるのです。専用とは3D表示のできるモニターやテレビです。FinePix REAL 3D W3は2010年9月頃に発売されました。この頃は3Dテレビなどが開発販売され、これからのテレビは全部3D表示になるような勢いでプロモーションなどされていましたし、映画も3D形式の作品が登場し始めた頃です。映画の3D形式は昭和の高度成長期の頃から登場しては消えることを繰り返していますが、この頃の3D形式は技術的にも落ち着いたのか主流ではないものの、大作などであれば継続して作られているようですね。そして大体9年後の今はどうでしょうかー!とかしょんぼりしたことは言いたくありませんが、ガジェットや視聴方式の面白さとしては3Dは良いと思います。それが一般的な映像の表示方法として有効かは別のことでしたねぇ。大衆の望みはどこにあるか、製品ではなくテクノロジーでもなく、商品としての存在を考えるのはなかなか困難なようです。一流企業の人々が大枚叩いてずっこけていることを考えたところで埒が明きません。とりあえず3D写真を専用機器を使わずに再現する方法を調べてみました。
答えは『できません』です。
それでは面白くないので仕組みなどを更に調べてみると、左右それぞれの目で見る画像を専用機器で見るためのデータが有りまして、それを専用機器で見るようです。この専用データ(拡張子.MPO)がなければ3D写真にはなりませんし、見ることもできないわけですが素材となる画像はJPEGフォーマットの一般的な画像です。大正か昭和の初期に流行ったような立体写真と同じように左右に並んでいます。多分左右の画像を左右それぞれの目だけで見るように仕切りのついた3Dゴーグルを作り、直接目視すれば多分立体写真として見れるのではと思います。しかし、我が北極大陸はIT革命の後に誕生した電子書籍です。ちなみに僕はIT革命という言葉を比較的面白おかしく扱っています。その電子書籍はコンピューターでしか見れないサイバー感溢れるくせにフォーマットが限られています。場合によっては映像すら見ることができません。表示できるのはテキストと画像だけと思ったほうが前向きになれます。このような潔い、ある意味男らしい、僕はセクシャルマイノリティなのに偏った性的な言葉を使っていいのかとか、あーめんどくさいwと思いつつ、ハイテクなのにハイテクじゃない電子書籍でどうにか立体写真を再現できないものかと更に考えまして、昔、少し位置をずらして撮影した二枚の写真をムービーにしてループ再生すると立体的に見えるようなことをしたことがあります。これをやれば電子書籍でも立体視が再現できるのではないか!やったね!めっちゃ古いIT技術wそもそも技術ですら無いな。
だがしかし、Kindleの対応画像フォーマットを改めて調べると、GIF、BMP、JPEG、PNG、SVGがサポートされています。マルチフレームのGIFも対応していれば解決するのです。更にしかし、解決しません。なぜならばマルチフレームのGIFはサポート外なのです。因みに透明度を持った画像もサポート外です。で、マルチフレームと格好をつけて書いているものはGIFアニメです。最初に戻りますけど『できません』以外の答えも解決方法も無かったのでありました。
実はこのFinePix REAL 3D W3を僕は直接扱ったことはありません。機会があればなにか撮ってみたいですね。
リビングデッド・シスター
弾射音
26
家に帰ってから、さっそく奥田教授の研究日誌のファイルを読みはじめた。ところが、専門用語が頻発するので読みにくくてしょうがない。アフリカの何かの言語も混じっているようだ。訳のわからないカタカナ用語と、訳のわからないアルファベット用語。僕は最初から読むのを早々にあきらめ、冴子のことが書かれているところを検索した。
「冴子」と検索ボックスに入力し、検索してみる。しかし、ヒット数はゼロ件だ。どうやら名前で記述しているのではないらしい。また初めから読む羽目になるのかと思ったが、幸い、日誌には日付が付されている。冴子を奥田教授の家に預けたところから読めばいい。今度は日付を検索し、その日を探し当てた。
冴子は、「検体S」と記述されていた。日付を遡り、日誌の最初から「検体S」を検索する。冴子は割と最初の方から登場しているようだった。まだゾンビになる遙か前の段階からだ。「検体Sとレストランに行った」とか、「検体Sとホテルに入った」とか書かれている。ということは、奥田は最初から冴子をゾンビにするつもりで不倫していたのだ。マウスを持つ手が震えた。いくら何でもこれはひどい。自らの仮説を立証するために、人ひとりを犠牲にするとは。これが学者のすることか。
次に、冴子がゾンビになった日の前後を読んだ。ゾンビ・パウダーを振りかけるわけにいかないので、奥田は飲み物にゾンビ・パウダーを混ぜて飲ませたらしい。それがゆっくりと効き目をあらわし、あの朝にゾンビになったのだ。
それから数日間は空白が続く。そして奥田の登場。僕ははらわたが煮えくり返るのを覚えた。どうしてこんなに冷静に記録できるのか。それどころか、嬉々として記録しているようだ。人間じゃない。鬼だ。悪魔だ。
難解な記述を何とかたどり、ゾンビに関する理論が書いてある部分に辿り着く。アフリカのどこかの言語と英語とドイツ語が日本語の文章の中に入り交じり、カタカナとアルファベットが躍る画面を我慢しつつ読み進む。何がなにやら訳がわからなかったが、奥田はどうやら冴子をゾンビ化したことで自分の理論が立証されたと結論づけていた。
これで十分だ。夜遅くになってしまったが、僕は飯田氏に電話した。
「もしもし、高梨ですが」
「ああ、高梨さんですか。どういたしました?」
「奥田教授の日誌を読みました。いえ、一部分だけですが。はい。重要な部分を見つけたので日付をメモしていただけませんか」
「わかりました。どうぞ」
僕は奥田が冴子にゾンビ・パウダーを盛った日、僕たちが奥田に接触した日などの日付を言った。
「ありがとう。役に立ちます。私はまだそこまで読んでいませんので」
「飯田先生、僕は妹がゾンビになったのは確かだと思っているのですが、先生はどう思いますか」
「まだわかりません。本当にゾンビが存在するのかもしれないし、自己暗示にかかっているだけかもしれませんし。もう少し奥田の日誌を分析させてください。何かわかったら連絡します」
「わかりました」
電話を切る。飯田氏は時間をかけて分析しているのだろう。英語やアフリカのどこかの言語の部分もしっかりと読み込んでいるに違いない。
奥田の研究日誌を読むのにも疲れ、僕は冴子の様子を見に行った。
相変わらず冴子はベッドの上ではりつけ状態になっている。何とか手首を縛っているロープを噛み切ろうとするが、手と顔の距離が長すぎて到達できないでいる。
僕が部屋に入ってきたのに気づくと、磔になったまま唸り声を上げてもがき、威嚇する。あんなに仲のいい兄妹だったのに。もうもとに戻ることはないのだろうか。そんなことを考えていると、涙が出てきた。
「高梨くん、ちょっと来てくれ」
二月の中旬、仕事をしていると急に横山課長が僕を呼んだ。
「はい。何でしょうか」
「喫煙室へ行こう」
課長が先に立って、部屋を出ていく。僕は煙草を吸わないので喫煙室へ行くのは厭だったが、課長が言うのなら仕方がない。おとなしくついて行く。
喫煙室は無人だった。一体何の話だろう。人に聞かれて困る話をしようとするのだろうか。まさか、クビを切るのではないだろうな。僕はそれなりに一所懸命働いてきたつもりだ。解雇される理由などないはずだ。
課長は椅子にどっかと腰を落ち着けると、シャツの胸ポケットから煙草を一本取り出して火を点けた。
「高梨くんも座りたまえ」
「はい」
言われるとおりにする。課長は煙草の煙を深々と吸うと、うまそうに吐き出した。
そして、おもむろに行った。
「君、大阪本社に行く気はないかね」
一瞬、課長が何を行っているのか理解できなかった。最初は大阪本社へ出張に行けと行っていると思いこんだ。だが、すぐに思いついた。今の時期は、新年度の異動を決める重要な時期だった。
つまり、課長は僕に大阪本社へ転勤しろと言っているのだ。
「上層部は君を高く評価している」
課長は言った。
「本社の戦力にほしいと言ってきてるんだ。栄転だぞ、これは」
「はあ」
「何だ、うれしくないのか」
とたんに、課長が不機嫌そうな顔になる。
「いえ、そうじゃありません。ただ、急だったもので」
「こういう話は急に来るものだ」
「それにしても、僕はまだ入社して一年も経っていませんよ。それなのに転勤するなんて、異例ではないでしょうか」
「それだけ本社が君を買っているということだ。どうだね。その気はあるか」
僕は返答に窮した。
この会社では、転勤を断ると、会社を辞めざるを得なくなる。会社は辞めたくない。本社への異動が栄転であることもわかる。しかし、妹の冴子と離れることはできない。僕が面倒を見なきゃいけない。責任転嫁ばかりするあの父と母には任せておけないのだ。
「一日考えさせていただけませんか。明日、返事をします」
「わかった。いい返事を期待してるよ」
課長は水の入った大きな灰皿に煙草を放り込み、立ち上がった。僕はそのあとについて部屋に戻る。
すぐに昼休みの時間になった。由希子が僕の席にやってくる。
「一緒に食べに行く?」
何の屈託もなく、由希子が言う。僕は生返事をして立ち上がった。するとすぐに由希子が口をとがらせた。
「何よ。その気がないの?」
「いや、そうじゃない。ただ、ちょっと考え事をしてたんだ。行こう。いつもの店に」
どうやら、由希子は機嫌を直してくれたようだ。二人で並んで、ランチタイムには食事も出す大きな喫茶店へ行く。
日替わりランチを待っているときに、由希子は言った。
「考え事って、何だったの?」
僕は少し言い淀んだ。転勤することになったら、由希子は一体どう考えるのだろうか。だが、仕方がない。僕は単刀直入に言った。
「転勤することになった」
「え、どこへ?」
「大阪本社だ」
見る見る由希子が涙目になる。
「そんな……」
「ごめんよ。でも、これは不可抗力だ。僕にはどうしようもない」
「で、返事をしたの? 断ったの?」
まるで断ってほしいような口振りだ。
「まだ返事をしてない。明日返事をするつもりだ」
「どうするの。あたしたちは一体どうなっちゃうの」
「どうにもならないよ。遠距離恋愛になるだけだ」
「そんなの厭。でも、会社も辞めてほしくない。ああ、一体どうしよう」
「やめると大変になると思う。この時代、そういい転職先もすぐには見つからないし。どうしよう。君と離ればなれになりたくないし、会社も辞めたくないし」
ランチが来た。しかし、由希子は割り箸を取ろうとしない。
「ねえ、一体どうするのよ」
「わかんないよ。一晩考える」
仕方がないので僕はランチを食べはじめた。由希子はとうとうハンカチを出して目を拭いはじめる。
「ねえ、結婚しようよ」
泣きながら、由希子が言う。
「いきなり大胆なことを言うなあ」
「結婚しましょう。あたし、大阪へついていく」
「結婚するったって、転勤まであと一ヶ月半しかないよ。急に結婚はできないよ」
「とりあえず、入籍して、結婚式はあとでもいいじゃない。大阪で一緒に暮らそう。あたしは会社を辞めなくちゃならなくなるけど、パートでもアルバイトでも何でもする」
「そう簡単なこと言ったって」
「何よ。あたしと結婚したくないって言うの?」
「そうじゃない。ただ、ここは慎重にことを進めなくちゃ」
「でも、返事は明日するんでしょう」
「そうだけど……」
二人とも黙り込んでしまう。由希子は諦めてランチに箸をつけた。だが、食欲は全くないらしい。半分以上も残してしまった。
午後は仕事にならなかった。一通りのことはやったが、本当に一通りのことしかできなかった。由希子も同じようだった。仕事が終わっても、由希子は僕と一緒に帰ろうとはしなかった。黙って一人で会社を出て行った。
家に帰ると、珍しく父が先に帰宅していた。夕食前に風呂に入っている。僕は父が風呂から出てくるまで食事を待った。
そのころまでには、僕の気持ちは八十パーセント固まっていた。あとは両親にその決意を告げるだけだ。
父がバスローブを着けて風呂から出てくる。さっそくビールを飲みはじめた。僕はビールの缶をその手から奪い取った。
「おい、何をするんだ」
「今夜は大事な話があるんだ。頼むから素面でいてくれよ」
「大事な話とは何だ」
「母さんも一緒に聞いてほしい。食事をしながら話をしよう」
僕は母が料理をテーブルに並べるのを手伝った。父はビールを取り上げられて不満そうだ。未練がましく、枝豆をつまんでいる。
食事が始まると、僕はいきなり言った。
「大阪に転勤になった」
枝豆を口に運ぶ父の手が止まる。
「何? 大阪に転勤?」
「いつからなの?」
母が心配そうな顔をして訊く。
「四月から。大阪本社が実績を認めて、僕をほしがっている」
「それはつまり、栄転ということなのか」
父は目をまん丸にしていた。
「そうらしい」
「やったじゃないか。健一もいよいよ出世街道まっしぐらだぞ」
「断るつもりだ」
僕が呟くように言うと、父も母も鳩が豆鉄砲を食らったような顔になってしまった。
「断るだと? 一体どういうつもりだ」
「冴子を一人にしておけない。僕が面倒を見なくちゃ」
「おいおい、そんなことで出世の機会をふいにするのか」
「そうよ。一体何を考えてるの」
母は怒りで箸を動かす手を止めている。
「冴子のことは俺と母さんに任せておいて大丈夫だろう」
「任せられない」
「どうして」
「だって、父さんも母さんも冴子のために何一つしようとしないじゃないか。責任のなすりつけあいばかりで、ちっとも面倒を見ようとしない」
父も母も、言葉に詰まる。
「たかがゾンビのために、お前は出世の道を棒に振るのか」
「ほかの会社を見つけて、再就職する」
「そんな簡単なことを言ってもなあ」
「そうよそうよ。今の時代、再就職先はなかなか見つからないんだから。せっかくいい会社に入ったのに」
両親が反対すると、僕もかたくなになってくる。僕は二人を見据えて、宣言するように言った。
「僕はもう決めたんだ。大阪へは行かない。冴子の面倒は僕しか見ることができない。父さんと母さんに任せてられない」
「だけど……」
「何を言っても駄目。これは決定事項。じゃ、ごちそうさまでした」
夕食を半分以上残して、僕は立ち上がり、階段を駆け上って冴子の部屋に行った。
冴子は唸り声を上げて僕を威嚇する。
「冴子、大丈夫だよ。僕は絶対に見捨てたりしない。一生面倒を見てあげる」
階段を上る音が聞こえてくる。父だった。振り返ると、顔を真っ赤にしていた。怒りのせいなのか、ビールで酔っぱらっているためか、区別がつかない。
「全く、お前という奴は、両親を悲しませても平気なのか」
「冴子を見捨てることはできない。許してくれ。これが僕の生きる道なんだ」
【続く】
OCTA ORCA DM RACCOON
murbo
■OCTA ORCA DM RACCOONオクタオルカ ディーエム ラクーン
OCTA ORCAは本来空中戦闘と潜入作戦などを想定した設計であるが、テスト中の模擬接近戦での能力の高さに着目し、格闘戦向けに改造したものがDM RACCOONである。
トルクを重視したモーター関節と、消費電力の大きいウィングを先行量産されていたY型のものに換装、前面装甲を強化FRPからゲル素材を加えた金属製の複合倉庫に変更し打撃への対応をするなど、本来はデモンストレーション用の装飾的仕様の変更が基準であったはずのDMモデルにあって、本体自体の改良しているのはこの機体だけだ。
肩の半球状のユニットもゲル素材と各種金属の複合装甲になっており、他の仕様では電子機器などの追加装備に活用されている部分であるが、DM RACCOONでは単なる防御用の盾、あるいは体当たりのための打撃に活用される。
外観上の違いも他のバリエーションより大きいが、カラーリングが量産型の金色に近いために差異が感じられない。このDM RACCOONは金色ではなく黄色である。
OCTA ORCAは基本的にコントロールセンターからの人による操作の比率が高く、AIは補助的な役割に過ぎないがこのDM RACCOONは戦闘中については、ほぼAIによる自立行動しており、人よりも早い反応速度で戦闘行動をとることができる。地下都市で行われているロボット格闘技大会に参加した際はパワーナックルの打撃と高速移動で常に優位を取ったが、4戦目でパワーナックルの超音波カッターが破損し、最終戦ではパワーナックル自体が機能停止してしまい、体格差が倍以上ある相手ロボットをパワーナックルなしで関節を破壊、両腕を脱落させ、神経ケーブルを切断し勝利した。カスタマイズされたOCTA ORCA DMはコントロールに難のあるものが多いが、このDM RACCOONは常に制御されており、一定のスケジュールをこなした後データ収集が完了した後に機澤重工業のDMモデルに改修されている。
■パワードナックル
パワードナックルは格闘専用の武装。標準装備の手でグリップを握ることで固定、コントロール用の通信を行っている。開発途上では従来の手を完全にパワードナックルに取り替える設計だったが、他の武装に切り替えることが不可能であったり、潜入作戦などでの精密作業も出来ないことから手で握って固定する方式に変更された。動作試験中に操作不能となり暴走した超音波カッターの振動で本体が動作不能になる事故も変更の理由になっている。
パワードナックルの使用方法は基本的に人が鉄球を持って殴ることと同じで、このユニットで対象を殴りつけることである。原始的ではあるが効果は高い。また超音波カッターによって攻撃力を高めている。
プライベートやパソコンなど調子が悪くて作業が進んでなかったよ。時間出来たときにバリエーションはちょっと作っていたので機体自体はストックがあるのに絵が作れないのは却ってストレスでしたよ。このOCTA ORCAの絵は背景を実写にする仕様にしているのでなんとなく使えそうな風景を探して歩いていまして、これがなかなか難しい。工場とかパイプみたいなのがいっぱいあればいいわけでもなく、ほしいのはSF的だと誤解するような場所なのです。SF的であったりSFであるのは現実には無いですし、サイエンスでもフィクションであることもホント無いんです。しかし、人はSF映画やアニメ、漫画などで見た絵に似たような風景を見るとSF的であると誤解するのです。僕もします。そういう誤解するようなものを探すのです。そこにはパイプもネオンもありません。ハイテクでもなくて意外と焼肉屋の排気用のダクトだったり、大量に貼り付けられた性風俗店の看板だったりします。これらにはSF的な素養は何一つありません。あるのは誤解です。誤解の共有をフィクションと呼ぶのかもしれないです。わかりませんが。もともとは手抜きで始めた実写合成も続けると借景に困り、結局手が抜けない状態になりました。合成するにあたってカメラの画角をかなり気にするようになりましたよ。ほぼ背景なのでいちいち精密な位置合わせなどはしていませんけど、広角で撮ることはほぼなくなりました。撮ったとしてもそういう絵にしたい極端な方向性ですね。広角は合わせづらいこともあります。望遠も過ぎると合わせづらく、先にコンテ切っておくのは本当に大切。それでも現場合わせは出てきます。画角は50mmが写真では標準と呼ばれていますが、50mmだと窮屈に感じることがあり、ファインダーと目視を比べてみるとファインダーの外は認識していなくても見えていて、これがあるから人の見た目に近い50mmが窮屈に見える理由かと思いました。50mmレンズで切り取ってしまうとその周辺は当然見えないので狭く感じるのです。自分でもズームレンズで50mmと35mm辺りを見比べてみると50mmで窮屈と感じた画角のより35mm辺りの画角のほうが人の見た目に近く感じました。実際は50mmのほうが当然近いのですが肉眼で見えているがほとんど認識していない部分までフレームに入っていることで多少広角になっていたとしても見えているものが近いほうが肉眼で見た感じがするのだなと思いました。かと言って35mmの広角気味な感じは抑えられないかなとは思います。スチルとしては格好ついて良いんですよ。ただ今回の合成素材としてはあんまり合わないかなと思ったり。まぁ50mmで後ろに下がれば解決する話とも言えるけど、後ろが崖だったりドブだったり下がれないときは困るんだよね。
小津安二郎は50mmでほとんどの作品を撮影していると聞いてもうちょっと調べてみましたら、スチルだと85mmくらいの画角だったようです。やや望遠で撮影していたのです。更に後ろに下がるのか。僕はドブに落ちている画角ですw とはいえ、写真だけのときは135mm程度が多いですね。写真を撮るようになったら望遠気味を好んで使っているような。よくアニメでレンズを意識しているという場合はほぼ広角レンズで撮ったような絵のことを指しているようですが、50mm周辺をきちんと意識して絵を作るのはあまりないように思いますし、ただ漫然と描いたら50mm相当ではないと思います。レンズを通した見た目を作るというのは絵を描くとは違う発想ではないかと思います。だからアニメーションでレンズを意識するという言葉があるのかと思いたいです。広角で撮ったみたいな絵にしたらレンズを意識しているとか、意識低くないか?ということで、まだこのバリエーションは続けますよ。
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
murbo/第53号の編集後記でございます。
古川モトイ(以下、古川)/写真は難しいですね
murbo/そうですね、他の人が撮った写真は全部うまく見えます。
古川/真面目に撮ったことがないのでたまにカメラ使うと焦りますね
murbo/カメラを持つだけでも慣れないとそうですね。撮らなくても取り敢えず持ってみるのもいいと思います。
古川/なんか、スマホ持ってる安心感で、カメラまで持たない感じかも
私、ずっと前に仕事で使ったデジカメがなかなか低スペックだったんですけど
あるところから携帯のカメラがそいつの性能を上回って
それ以降は3Dカメラ購入まで、何かあっても全部スマホでした
何か趣味にするにはカメラ高いし仕事で元を取れる気がしなくてw
murbo/実際スマホで足りてしまってますし。
古川/はい
murbo/絵が硬いのでいつでもスマホで良いわけじゃないけど、ピンボケは無いですからね。
古川/あーそうか
murbo/スマホでも撮影アプリで露出やf値などマニュアルで設定できちゃうから、カジュアルに使うにはスマホで十分だと思いますよ。
古川/撮影アプリ…そんなものが…
女子に人気のsnowってのがあるってことは知ってましたが、使ったことはなかったです。ちょっと調べてみます。
murbo/静止画に限らず、それなりにちゃんとした撮影アプリはそこそこありますよ。
いろいろ試して結局最初からついてるカメラ使ってますw。
面倒なことと、アプリだと他の人に教えづらいので。
古川/なるほど
murbo/加工アプリは人気ですよね。
古川/Twitterとかすごいですね
murbo/インスタも最初は加工アプリからスタートですからね。もう誰も加工してない。
古川/そうだったの!?
murbo/僕が最初に知った時は加工しないとアップ出来ませんでした。それで面倒になってやめてましたね。
古川/ほー
murbo/加工するのはなんとでもなるので今はJPEG撮ったままですよ。アプリで加工も解像度がそこそこあればやる事ないと思って。
作品とかならやるんですよ。
古川/ぜんため当日どうしよう
murbo/取材写真ならスマホでも画質的には問題ないですよ。気になるのは取材中の見た目かな。撮影クルーには見えない問題です。
古川/腕章作りましょうw
murbo/そうですね、ネームプレートとか、外に向けたことを考えて取材中のアピールすべきですよね。気にはなっているんですよ。
本番までになんとかします
古川/何かそれっぽいヤツを
murbo/腕章は意外とコストかかるのでネームプレートで考えてみます。フォルダーはダイソーなどでもあるし。
古川/腕章も100均にないかな?
murbo/あるようです。
https://iemonocatalog.com/arm-band-itemlist/
STAFFなどの文字を書いた紙を入れる透明っポケットもあるのでその部分だけ自作すれば解決しますね。
北極大陸取材CREWとか適当に作りたいですね。できるだけ本物感出して。
古川/別に偽物ではないんですが、本物感って何でしょうね。でも、ありますよね。
murbo/ええ、きちんとすることでふざけたいと考えていまして。
murbo/今回も実はちょっと苦しい感じだったのですけど、隙間を狙って少しずつ作業しました。
古川/ありがとうございます!
murbo/今更ながら制作のタイミングを見つけました。
古川/それは自分を追い込むタイプのタイミングではないのでしょうか?
murbo/僕は追い込むのは単に制作期間が無くなるだけなので、早めに作りだめする方向で考えてます。
古川/偉い……
見習いたい……
murbo/ただただ余裕が欲しくて。
古川/沁みる言葉です
murbo/忙しいからできないを理由にしないという意味では追い込んでいるとも言えますね。
写真も撮りためておきたいので来月のはじめに大垣方面へ行こうかと思っています。まだ残っていれば駅前辺りが渋い状態ではないかと。
古川/桜ですか?
murbo/いえいえ、建物とか。岐阜駅周辺もやばいんですけど、確か大垣駅周辺もなかなかのものだったと記憶しているので。
古川/あーなるほど
murbo/十年以上前のことなので今は変わっているかと思います。それも含めて。
どこか、これはキテる物件があれば知りたいです。
古川/基準が見えそうで見えないのですが考えます
murbo/再開発のときにあると困る物件ですねw 反対にハイテクすぎてすぐ潰れそうなとことか。
古川/了解!
murbo/4月に入ったら半日かけてまわろうと思います。
どちらにしても体力が心配ですね。先月くらいから半日撮影などでかけると2日くらい辛くて動けないのです。作戦立てて撮らないと。
古川/それは厳しめですね
murbo/スマホだけとか標準レンズだけで撮れればいいですけど、撮りたいものが遠いときなど考えて大きめのレンズを持ち歩くとかなりしんどいのです。
古川/やっぱり写真は大変
murbo/広い風景とか人物だけとか決めていれば装備も減らせますよ。あ、人は全然撮っていないですね。
murbo/今回は内容について話すことがなかったですね。カメラについては僕も詳しくはないのでいずれ詳しい方にインタビューとか出来るといいですね。
ということで、今回も配信することが出来ます。皆様ありがとうございます!
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